
 

 

 

 

 

 

 

 SmartLabによる 

  Ｆｅ試料の結晶方位解析 

 
 

 

 

 

 

 ＯＤＦ解析結果から極点処理のｄｅｆｏｃｕｓ補正量を評価し最適な結果を得る方法の紹介 

 ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎの評価方法の紹介 

 

 解析結果のＥｒｒｏｒ評価から最適な結果が得られます。 

 

 入力極点図とＯＤＦ解析結果から得られる再計算極点図を比較する事でｄｅｆｏｃｕｓを評価 

 再計算極点図とＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎの再計算極点図を比較する事で 

 ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ結果が評価出来ます。 

 

 

 ＯＤＦ解析にｒａｎｄｏｍレベルとＥｒｒｏｒを加味した修正を行いました。 

  

 

   で囲まれた部分が修正或いは追加部分です。 

 

 

 

 

 

 

    ２０１４年１２月２５日 

    ２０１６年０５月０９日修正 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

     山田 義行 

 



概要 

 ＳｍａｒｔＬａｂはゴニオ半径が３００ｍｍの為、ｄｅｆｏｃｕｓの影響は軽減されている。 

   更に、Ｃｏ管球を使用する事で更に測定エラーが軽減されます。 

   ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ２ソフトウエアでは内部に計算によるｄｅｆｏｃｕｓを装備しているので、 

   ｒａｎｄｏｍサンプルなしで、エラーの少ない極点計算を可能にしています。 

   本資料はエラーの少ない極点処理、ＯＤＦ解析を紹介します。 

 

測定 

測定条件 

 ＳｍａｒｔＬａｂ＋多目的試料台 

 Ｃｏ管球 ４０ｋＶ＋４０ｍＡ 

 スリット ＤＳ：１ｄｅｇ、ＳＳ，ＲＳ：１０ｍｍ 

 α軸：１５－＞９０ｄｅｇ． ５ｄｅｇＳｔｅｐ 

 β軸：０－＞３６０ｄｅｇ。 ＦＴ：０．５ｓｅｃ 

 

測定データ 

    

測定強度とバックグランド強度 

 バックグランド強度は色々の理由から理想強度曲線と異なります。 

 ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ２ソフトウエアでは測定バックグアンドから理想曲線を計算します。 

 



 計算されたバックグランド理想曲線は Calc曲線です。 

 

  

 黄色と赤色のバックグランド曲線から理想バックグランド Calc曲線を計算します。 

 

  

  

 黄色と赤色のバックグランド曲線から理想バックグランド Calc曲線を計算します。 

 

 バックグランド計算モード 

   

 

 

Measure:測定データ 

Straight:指定する範囲の平均値の直線 

Defocus：指定する範囲の平均値から BGdefocus を計算 

Measure:測定された BG曲線の多項式近似曲線 



ＲＤ方向の調整 

 測定時試料取り付けが曲がっている調整 

  

  

  

  回転量を入力して Dispで確認 

  

 極点図の最大強度位置が既知な極点図を選択して評価します。 

  

 

 

 

 

 

 

 



ｄｅｆｏｃｕｓ 

 内部データベースから計算（ＳｍａｒｔＬａｂ－ＤＳＨ２ｍｍ－Ｓｃｈｕｌｚ） 

 

 

補正量 

  

  

  



平滑化 

  

 パラメータを入力して確認する。 

  

一括計算 

 

 

全てのＯＤＦ向けデータ作成準備 

 



一括処理された極点図 

 

 

 

処理したデータがＰＦｔｏＯＤＦ３ソフトウエアに渡される 

 

各種ＯＤＦの選択 

 

 

ＮＥＷＯＤＦの場合、 

既に、ODFPoleFigure2ソフトウエアで 

ＲａｓファイルとＡｓｃファイルが 

作成されています。 

 



ＬａｂｏＴｅｘによるＯＤＦ解析 

  

 Ｒｐ％が極点図のＥｒｒｏｒです。 

Ｅｒｒｏｒ評価は ValueODFVFで確認します。 

 再計算極点図を Exportします。 

  

  

  

 ｛２１１｝極点図のｄｅｆｏｃｕｓ補正量が少ない事が分かります。 

 

 

 

 

 



｛２１１｝極点図のｄｅｆｏｃｕｓ補正を変更する。 

 ｄｅｆｏｃｕｓが足りない場合、スリット幅を狭くすると、補正量が増します。 

 

 

測定受光スリットを１０ｍｍ－＞６ｍｍに変更 

 

１０ｍｍの defocus曲線 

  

 ６ｍｍの defocus曲線 

  

  

 



ＬａｂｏＴｅｘで読み込み、ＯＤＦ計算結果からＲｐ％を確認 

  

  Ｒｐ％が改善される。 

 

  

 ほぼ、±１．５％以内に収まります。 

  

 この補正量でＯＤＦ図を評価します。 

 

 

 

 

 



ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ計算評価 

  

 ＦｉｔＥｒｒｏｒとして、３４．４％は 

  １０個の結晶方位で表現されていない方位がある事を示しています。 

 入力極点図から計算した ODF図   VolumeFractionから計算した ODF図 

  

          

 Ｅｒｒｏｒを極点図で示す為に VolumeFrcationで計算した ODF図と 

 入力極点図から計算した ODF図の比較を行う。 

 入力極点図のMin（random）は 0.8%に対し、VFのMin=17.6%には、その他の方位（Other） 

が含まれていていますいて、ＶＦ％は正しいと考えられます 

  



 VolumeFraction極点図のＥｘｐｏｒｔ 

  

  

 ほぼ解析完了している事が示されています。 

  

 



報告書 

  

  

 

入力極点図から計算したＯＤＦ図   ＯＤＦ図の平滑化 

 


